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アプラムシの人工飼育〈第2報〉
マメアプラムシの累代飼育
河 田 和 雄
合成飼料によるアプラムシの人工飼育は Mittlerand Dadd (1962)が完全合成飼料によ
ってモモアカアプラムシ Myzuspersicae SULZER を飼育することに成功して以来，現
在までに，数多くのアプラムシについて試みられてきた.そのうち. 5世代以上の累代飼
育が確認されているものは， Dadd and Krieger (1967)によるモモアカアプラムシ30世
代，Aρhisfabae ScOPOLI 25世代， Ehrhardt (1968)による Neomyzuscircumflexus 
BUCKTON 1世代， Srivastava and Auclair (1971)によるエシドウヒゲナガアブラム
シ AcyrthosiPhon戸sumHARRlS 7世代など，ごく少数の種類に限られている.筆者は
1968年以来，数種アプラムシの人工飼育をてがけてきたが，現在マメアプラムシ Aphis
craccivora KOCHを15世代にわたり累代飼育することに成功した.実験は，なお中途で
あるが，ここにその結果の一部を報告し参考に供したい.
本実験を遂行するにあたり，終始ご指導を賜った安江安宣教授に深く感謝の意を表する.
材料と方法
実験に供したマメアプラムシは， 当研究室において 1968年以来，川砂で育苗したソラ
マメ Viciafaba L.を与えて，飼育を続けている系統である.実験方法は，河田(1970)
に準じたが，供試虫は各世代とも，母虫に用いた無麹胎生雌虫の最初の産子日にうまれた
子虫を次世代虫とした.また，合成飼料の組成にも若干の改良を加えて，第 1表にしめし
たような処方を用いた.実験は温度 200土10C，白色蛍光灯による 16時間照明，関係湿度
60~80%に調節した恒温器内で実施した.
実験結果
幼虫期死虫率
供試虫は1容器に10頭ずつ収容し. 5回反復を行ない，合計50頭の虫を使用した.第
2表にしめした各世代別の平均死虫率をみると，第1世代が最も低く 12%となり， 2代
目以後の死虫率と比較して有意差(0.01%)が認められた.第2世代から第15世代までの
死虫率は 28~42%となり，世代聞には最高で 14%の差がみられ，変動の大きいことをし
めしているが，世代を重ねるにつれて，死虫率が次第と増加してゆくという傾向はみられ
なかった.
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第2表
世代
間
うまれてから，最終脱皮までに要する日
数を，幼虫期間とみなして，無麹胎生雌虫
の発育所要日教を調べたところ，第2表の
ような結果が得られた.各世代別の平均
発育所要日数をみると，第1世代が最短の
10.4日となり，第2世代から第15世代ま
では11.4-15.6日となった. 発育所要日
数は個体による差が大きく，発育が不斉ー
であることをしめしている.なお，各世代
とも正常に発育を完了したもののなかか
ら，若干の有麹胎生雌虫が出現した.有姐
胎生雌虫の発育所要日数は，無趨胎生雌虫
のそれに比べて，各世代とも，やや長くな
る傾向がみられたが，その散が少ないた
ここではこれ以上触れないで，さらに
期虫幼
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実験を重ねたうえ，後日検 2501 
討することにする.
生 体 重 平200
均
幼虫発育の指標となる生 生150
体重を知るため，同じ日に
最終脱皮を終えて成虫とな 体 100
った 5頭をひとまとめにし 重
て計量し.各世代とも 5組
ずつ，合計25頭について調 μg 
べ. 1頭あたりの平均生体
1 2 3 4 5 6 7 8. 9 10 11 12 13 14 15 
重として，第1図にしめし 世代
た.各世代別の生体重をみ 第1図人工飼育マメアプラムシの平均生体重
ると，第1世代が最高の 212μgとなり. 2代目以降の 150-172μgと比較して有意な差
(0.01%)が認められた.生体重は2代目より安定し，各世代聞の変動も少なく，第四世
代まで，ほぽ一定の水準を保った.
産子数
1頭あたりの繁殖教を知るために，幼虫期間集合飼育 (d=10)したものを，成虫に達
してから，飼育法を個体飼育にかえて，第1世代から第5世代までは 10-20頭について，
6代目からはおのおの 10頭について，毎日の産子教を調べた. 結果は第3表のとおりで
ある.各世代別の平均産子教をみると，第 第3表合成飼料による人工飼育マメア
l世代の23.3頭が最高で，第2世代から第 プラムシの産子数と生存期間
15世代までは 8.1-13.0頭となった.産
子数は2代目から急に減少して 10頭前後
にとどまったが，世代の進むにつれて，特
に減少するというような傾向はみられなか
った.
生存期間
産子数調査と同じ飼育方法によって，各
世代の生存期間を調べたところ，第3衰の
ような結果が得られた.平均生存期間の最
長は第 11世代の 37.9日で，最短は第 15
世代の 29.3日であった.生存期間も発育
日数と同様，大きな個体差がみられたが，
全体的にみると，世代聞には有意差は認め
られなかった.そして，第1世代で特に長
くなるという傾向も，また，世代の進行に
伴って，次第と短くなるという傾向もみら
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れなかった.
考 察
合成飼料によるアブラムシの人工飼育は，近年特に盛んに行なわれるようになってきた
が， 10世代以上累代飼育を続けた例は非常に少ない.今回のマメアプラムシ15世代連続
飼育記録は， Dadd and Krieger (1967)のモモアカアプラムシ30世代，Athis fabae 
SCOPOLI 25世代連続飼育につぐものである.
生育状況を詳しくみると，まず幼虫期間死虫率は， 2代目で増加し， 3代目， 4代目で
再び少しずつふえる傾向をしめしたが，それ以降はほぼ一定の水準を保った.生体重は2
代目から軽くなり，産子数もやはり 2代目で急に減少するが，その後は世代の進行に伴っ
て悪化するというような傾向はみられず， 2代目以降の生育は比較的安定した状態であっ
た.そして，この状態は現在もなお続いているので，累代飼育記録をさらに伸ばすことも
可能である.生存期間は15世代を通じて， あまり変動がみられず死虫率，生体重および
産子数に比べると最も安定していた.生育が2代目から急に悪くなる原因として，母虫の
影響をあげることができょう.河田(1970)によると，ソラマメ薬で育てられたマメアブ
ラムシの幼虫発育期間は7日，生体重は 500μg，産子散は35頭となっており，今回の合
成飼料による人工飼育結果に比べ，いずれも良い成績をしめしている.本実験の第l世代
の母虫も，やはり天然飼料のソラマメ幼苗で育てられており，その胎児は，出生前すでに
母虫の体内において，或程度の栄養補給を受けていることが予想される.一方， 2代目以
降の子虫は，純合成飼料によって育てられた母虫から産下されたものであり，母虫の栄養
条件の差がそのまま子虫の生育に現われているものと考えられる.
今回の実験に使用した合成飼料の組成は， Dadd and Krieger (1967)の飼料をもとと
し，河田(1970)の笑験成績， Lawrence (1963)のエンドウ幼苗のアミノ酸分析結果な
ども考慮にいれて，特にマメアプラムシ人工飼育用に改良を加えたものを採用した.前報
の合成飼料との主な相違は， γーアミノ酪酸， DLーホモセリン， DL-ピベコリン酸-HClを
新たに加え， アミノ酸混合の全量を 2.41gから 3.19gにふやした点である.その結果，
前回の実験とほぼ同じ飼育条件のもとで育てられたと考えられる，第1世代虫の生育は多
少良くなったが，それでも，なお天然飼料に比べると，栄養条件が十分でないことが明ら
かとなった.特に生体重と産子数が著しく減少していることは，繁殖に必要な栄養成分の
不足，あるいは， Retnakaran and Beck (1967)がエンドウヒゲナガアプラムシの繁殖
には，リン酸とカルシウムの濃度比が問題になると指摘しているように，これら無機成分
の不均衡も原因となっているのかも知れない.
マメアプラムシの長期連続飼育記録はないが，他のアプラムシの例をしめして比較検討
してみる.Dadd and Krieger (1967)によると，Ath;s fabae ScOPOLIの生体重は，第
2世代で軽くなるが.以後の各世代では，ほほ一定の水準を保ち，また， うまれてから，
次世代産出までに要する日数も， 2代目以降は，第1世代より 3...4日長くなり12日とな
るが，非常に安定していることを明らかにした.そして，第2世代の体重減少の原因とし
て，合成飼料中に含まれている各種成分の不均衡をあげている.また， Srivastava and 
Auclair (1971)によると， エンドウヒゲナガアプラムシにも閉じような傾向のあること
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が確認されており，この原因について，アミノ酸をはじめとする各種成分の不均衡もさる
ことながら，必須栄養成分の欠除も考えられるとしている.今回のマメアブラムシの場合
にも，やはり同じような現象がみられたことは，純合成飼料による人工飼育のもつ共通し
た欠点ということができょう.この欠陥を取り除くためには，現在のところ，まだ十分に
明らかにされていない，個々のアプラムシの栄養要求について，詳しく解明することが先
決であろう.
以上の実験により，マメアプラムシも，モモアカアプラムシ.Aphis fabae SCOPOLI， 
Neomyzus circumfle:xus BUCKTON，エンドウヒゲナガアプラムシなどのアプラムシと同
様，長期間累代飼育することが可能となり，一応の成果を収めることができたが.今後に
残された問題として，天然飼料で育てたものに比べて，遜色のないほど十分な生育が得ら
れるように，合成飼料の組成を，さらに改良する必要があると思われる.
摘 要
純合成飼料によって，マメアプラムシを 15世代連続飼育し，幼虫期死虫率，幼虫期間，
生体重，産子数，生存期間を調べたその結果，第2世代から死虫率が増加し，幼虫の発
育がやや遅れ，産子数，生体重が減少したが，世代の進行に伴って次第と悪化するという
傾向はみられなかった.生存期聞は第 1世代から第 15世代まで， ほとんど変化はみられ
なかった.マメアプラムシの十分な生育を得るためには，今後合成飼料の組成を，さらに
改良する必要がある.
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